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平成29年９月橋本市議会定例会会議録（第４号） 

平成29年９月13日（水） 

                                           

○議長（岡 弘悟君）順番16、５番 坂口君。 

〔５番（坂口親宏君）登壇〕 

○５番（坂口親宏君）皆さん、こんにちは。

坂口親宏です。空気感を読むのは苦手なんで

すが、時計の秒針を見ながらしゃべるのは大

変得意としておりますが、いかんせん、15分

少々という時間帯でごみ問題をなかなか語り

尽くせるわけもございません。中途半端に時

間が残らないようにしたいと思いますけれど

も、胸のすくような市民生活部長からのご答

弁をいただければ、再質問の必要はなかろう

かと思います。この後の市民生活部長のご答

弁を期待しております。 

 きょうはごみ問題です。橋本市のごみ問題

を取り上げます。議員になって初めて、ごみ

問題を取り上げます。 

 今、皆さんのデスクトップのパソコン、ご

み箱というのがあろかと思います。ごみとい

う字、私もこの通告書、ゴミと片仮名で表記

をいたしました。デスクトップあるいはタブ

レットのホーム画面では、ごみという字は平

仮名で表記をされております。ごみという字、

漢字で書ける方、いらっしゃいますでしょう

か。私の今のお手元の通告書の余白で結構で

す。ペンを皆さん、お持ちだと思うので、ご

みという字、書ける方いらっしゃいますでし

ょうか。できるだけ中途半端に時間が残らな

いように、時間調整をしながらしゃべってお

ります。教育長もなかなかペンが握られない

ですか。教育部長もだめですか。ごみという

字、こういうふうに書きます。塵という字、

この字がごみです。この字を書ければ、漢字

検定１級合格です。書けた方、いらっしゃい

ますかね。なかなか書ける方、いらっしゃい

ませんね。ごみという字。ですが、この字を

書かれた方いらっしゃいますか。なかなか書

ける方いらっしゃいませんね。護美という字。

この字を書かれた方、すばらしい。そう書か

れたあなたは本当に粋な方ですよ。ほとんど

この字をよく街中で見かけますけれども、ル

ーツを探ってみますと、東大寺です。このル

ーツ、この字を使い始めたのは、今から50年

ほど前、奈良の東大寺でこの字を使い始めま

した。本当に、美を護ると書いてごみ箱です。

すばらしい発想です。昔の人たちの発想、す

ばらしいですね。 

 奈良といえば、奈良公園。実は、奈良公園

に行かれた方いらっしゃると思うんですが、

ごみ箱が一つもありません。理由は鹿のため

です。ごみを喉に詰まらせて死に至るケース

が多々あったということから、奈良公園には

ごみ箱が一つも置いてございません。究極に

あるのが日本を代表するアミューズメントパ

ーク、東京ディズニーランド、東京ディズニ

ーシーですね。ここはごみ箱というのが、パ

ーク内に合わせて1,200を超えております。ど

ちらがいいかという議論ではなくて、きょう

のお話はごみを減らしていこうという、そん

なお話です。 

 ごみ問題、きょうはお話をしてまいります。

既に議長のお許しをいただいておりますので、

通告に従いまして、一般質問をさせていただ

きます。 

 私も、通告書の裏側にこのように書きまし

たので、ごみのリデュース、ごみの削減に努

めたつもりです。マジックペンで書いており

ますので、この通告書の一部がマジックでに

じんでおりますので、誤読、あるいは字を間

違えて読んでしまう可能性もありますが、そ

のあたりはご容赦をいただければと思います。 
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 では、通告に従いまして、音読をさせてい

ただきます。 

 本市におけるごみ問題、これまでの施策評

価と今後の課題。 

 １番目、ごみ収集ステーションの集約によ

る効率化と収集時間の短縮について。 

 二つ目が、ごみの分別と減量化への取り組

みと進捗について。 

 三つ目が、リサイクルを効率的に行うため

の取り組みについて。 

 四つ目が、高齢化などに伴うごみ出し困難

者の支援状況について。 

 五つ目が、最終処分場の確保についてとな

っております。 

 市民生活部長のご答弁をお願いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君の質問、

ごみ問題、これまでの施策評価と今後の課題

に対する答弁を求めます。 

 市民生活部長。 

〔市民生活部長（田中忠男君）登壇〕 

○市民生活部長（田中忠男君）本市のごみ問

題、これまでの施策評価と今後の課題につい

てお答えします。 

 まず、一点目のごみ収集ステーションの集

約と収集時間の変更についてご説明いたしま

す。一部の地域で、ごみが家の前に出される

個別収集の状態であったことは、合併後10年

間の課題でしたが、昨年９月末までを期限と

して、各区・自治会の皆さまのご理解とご協

力をいただきながらステーション化に取り組

み、予定どおり完了しています。 

 集約ができた地区では、収集の効率化が図

られ、中には、約200軒の個別収集を７箇所の

ステーションに集約いただいた地区では、50

分から30分程度にと、大幅に短縮できた事例

もあります。しかしながら、個別収集が一部

のみであった地域など、収集日のコースによ

っては、時間に変更がない場合もあります。

可燃ごみ回収については、市としても、でき

る限り早く収集したいと考えておりますが、

現在、可燃ごみ収集週１回化に移行していた

だく地区の調整も必要なことから、次回の可

燃ごみ収集の契約変更に合わせ、コースの組

み替えを行う予定です。 

 次に、二点目のごみの分別・減量化への取

り組みについてお答えします。 

 橋本市のごみのうち75％は可燃ごみが占め

ています。可燃ごみに含まれる資源を分別し、

生ごみを減らすことが重要で、本市はこれま

でも、可燃ごみの減量に取り組んできました。

本市では可燃ごみの減量だけではなく、ごみ

収集に必要な経費の削減についても住民の皆

さんに関心を寄せていただき、全国にない取

り組みとなっています。 

 特に、可燃ごみの収集については、生ごみ

堆肥化・減量化運動により８割の地区の可燃

ごみ収集が週１回化になったことにより、取

り組み前に10台のパッカー車で回収していた

のが、４台減の６台で対応できており、現在

の契約金額から見ても、6,500万円程度の費用

削減効果を生んでいます。可燃ごみ収集週１

回化については、長年にわたる本市独自の取

り組みで、いまだ道半ばではありますが、こ

れらの取り組みにより実現された小・中学生

医療費の無料化などの施策もあり、厳しい財

政状況下においてもこれらの福祉施策を継続

していくため、ごみ減量と分別方法の啓発を

強化するとともに、ごみ減量の支援や臭い対

策などにも力を入れ、目標としています平成

31年度の全市での週１回化に向けて取り組ん

でまいります。 

 続いて、三点目のリサイクル・リユースを

効率的に行うための取り組みについてお答え

します。ごみ行政でよく使われる言葉に３Ｒ

があります。これは、優先される順に、ごみ

を出さないリデュース、再利用するリユース、
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そして、資源として使用するリサイクルであ

ることはご存じだと思いますが、近年、議員

おただしのようにリユースを強化し、ごみに

なってから減らすのではなく、ごみ自体を生

まないことに取り組む自治体も増えています。

不用となった物を交換したり、欲しい人にも

らってもらうことも非常に重要なことです。

本市では、陶磁器、ガラス器については、橋

本市衛生自治会の取り組みとして４年前から

実施していただいており、多くの方から喜ん

でいただいています。近年、破砕選別ごみや

粗大ごみが増加傾向にあるため、これらにつ

いてのリユースを行っていきたいところです

が、現在、保管場所がないことや、残り物の

処分方法などの問題から実施には至っており

ません。 

 近年、民間のフリーマーケットやフリマア

プリなどの普及により、さまざまなリユース

の手段ができていると感じています。 

 古布類については、既に集団回収されたも

のが、リユース・リサイクルされる体制がで

きておりますが、子どもの成長に合わせ買い

かえる必要のある保育園や学校の制服や体操

着などについてのご意見をいただくこともあ

り、リユースの新たな方向性については検討

していきたいと考えています。 

 続いて、四点目の高齢化に伴うごみ出し困

難者の支援についてお答えします。 

 橋本市の世帯別人口構成は65歳から69歳が

最も多く、今後高齢者の独居世帯が増加する

ことが予想され、ごみをステーションまで出

すのが困難なごみ出し困難者が増加すると考

えています。 

 本市では、平成24年度から福祉収集を開始

し、障がい者手帳１級、２級といった重度の

障がい者や、要介護度２以上の方のみで構成

される世帯に対して、市の職員が直接、個別

に訪宅して回収するごみ収集サービスを行っ

ており、このサービスの利用者は、現在36世

帯となっています。福祉収集は、制度運用開

始から５年が経過しましたが、介護保険制度

の見直しや再認定によって、利用資格から外

れてしまう方もおられ、要介護１の方のごみ

出し支援を補完するため、高齢者ひとり暮ら

しの方で、障がいなどにより、日々のごみ出

し困難な方を、区・自治会が共助いただける

場合に、区・自治会に補助金を交付する制度

を今年から始めております。これらについて

は、初年度であることもあり、今のところ実

績はありませんが、今後、利用者が増えてく

ると考えています。 

 最後に、五点目の最終処分場の確保につい

てお答えします。 

 本市の彦谷にある最終処分場は、平成５年

の供用開始以降、不燃物などの埋め立てを行

ってきました。平成21年の広域ごみ処理場稼

働に伴いプラスチックなどを埋め立てしなく

なったため、処理量が減少し、当初よりは延

命を図れていますが、限界に近づいており、

来年度予算にて堰堤設置などの改修を行うこ

とで、数年分の延命化を予定しております。 

 この改修工事は、処分場設置のために県か

ら受けている許可済みの計画の中では最終の

ものとなるため、今後は新たな処分場建設に

ついても本格的に検討する必要があります。

新たな処分場をつくるには多額の費用が必要

なため、埋立ごみ自体を見直す必要がありま

す。先に触れた陶磁器リサイクル市では、毎

回、多くの持ち込みがされており、残ったも

のも市が引き取り、資源化しているので、埋

立ごみ量の削減に大きな効果が出ています。

今年の６月に行われた陶磁器市では、全体で

約５ｔもの陶磁器が持ち込まれ、約４ｔが資

源化されましたので、残り２割にあたる１ｔ

程度が持ち帰られたことになります。市が定

例収集で回収している埋立ごみが年間約150
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ｔであることを考えると、１日で５ｔもの埋

立ごみ減量効果が出たことになります。今後

は地域単位でも陶磁器市を実施していただけ

る地区もあり、こういった取り組みは広げて

いきたいと考えます。また、今後市で回収し

た埋立ごみも分別し、資源化するなど、埋め

立て処分自体を減らしていくことについても

検討し取り組んでいきます。 

○議長（岡 弘悟君）この際、５番 坂口君

の再質問を保留して、午後１時まで休憩いた

します。 

（午前11時53分 休憩） 

                     

（午後１時00分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 ５番 坂口君、再質問ありますか。 

 ５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。では、お尋ねいたします。コンパクトに

お尋ねをしてまいります。 

 現在のごみ可燃物の収集時間なんですけれ

ども、市民の皆さまには朝何時までお出しす

るように指導をされていらっしゃるんでしょ

うか。で、その時間の根拠を教えてください。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）一応、市民の

方々には、可燃ごみについては８時までにご

みステーションへ集めていただくようにお願

いしております。 

 また、根拠と言われたんですけども、根拠

については一般的に、事業所の就労時間が午

前８時からということでなっておろうかと思

います。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。 

 その根拠という事業時間の収集車がスター

トする時間だと思うんですが、私が住んでい

る地域ではいつも収集車が来るのは正午を回

っております。先日は12時10分でした。一番

遅いときには12時50分でした。一番夏の暑い

時期には、近隣の皆さんからごみの臭いがす

るとか、あるいは風の強いときには、ごみ袋

が道路に落ちているとか、そういったお話も

あるんですが、そういった部分の苦情、うち

の地域は収集時間が遅いという、そういった

苦情は聞いていますか、どうぞ。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）収集が遅くな

っているということで、あまり多くはござい

ませんけども、そういうご意見をいただいた

ことはございます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）部長、どうしますか。

行政サービスの公平化という部分では、市民

の皆さんにはステーションの集約化をお願い

しております。本市は可燃物の収集は週１回

というような、市民の皆さんには本当にご協

力、ご理解をいただいてしているわけなんで

すが、ずっとこのような公平性が保たれてい

るのかどうか、ここは部長、どうですか。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）まず収集時間

が、市民の方々、始発といいますか、８時に

回収していただくステーション、また最終、

11時半、12時半となっているステーションが

ございます。これについて公平かどうかと言

われれば、確かに不公平な部分はございます。

ただ、限られた収集台数、また時間、できる

だけ早く回収できるルート線で行っており、

これについては市民の皆さんにご理解をいた

だくしかないのかなと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）先ほどのご答弁の内容



－181－ 

では、週１回化に向けて取り組んでいるとい

うことなんですけれども、見直しを進めると

いうようなお話があったと思うんですけれど

も、契約の更新時に見直しを進めるというお

話は、これはどのようにお考えになっていら

っしゃるんでしょうか。理屈はわかるんです

が、朝８時にスタートをして、収集する地域

は、循環する、いわゆるコースが固定化され

ているわけですから、収集する時間、朝８時

に収集する地域は全く同じ、そして最終的に

一番遅い時間は午後１時ぐらいになる。です

から、その公平性は担保されないんでしょう

か。そのタイミングというのは、契約の更新

時に公平な行政サービスをするためにシャッ

フルをするとか、そういった工夫はされない

のかどうか、お尋ねいたします。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）ごみの収集に

ついては限られた台数で業務を行うというこ

とで、どうしても収集時間の早い地区、遅い

地区、議員ご指摘のとおりございます。ごみ

収集の順序については、収集作業上、効率的

で確実に回収できる順で、ステーション管理

されている方々にもお願いをして実施してお

るわけなんですけども、今回、26年度から６

年の債務負担行為を打って、31年度までの契

約が残っております。これは可燃ごみについ

てですけども、32年度においては、今、週１

回化に取り組んでおります。これは30年度末

を目標として行っておるんですけども、それ

らと合わせて、次回の契約時には、ルート変

更、また地区の変更、それらも大幅な見直し

が必要かと考えております。各自治会の皆さ

んや衛生自治会の方々とも協議しながら進め

ていきたいと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。いただきたいお話を頂戴いたしました。

ですから、そういった情報が錯綜しないよう

に、今まで１時だったのが急に８時になった

り、ほかの時間になったりする可能性がある

わけですから、ぜひ市民の皆さんには、こう

いったタイミングで公平な行政サービスがで

きるように、収集時間がこれまでと違うかも

しれないということで、そのかわりに午前８

時までのごみ出しをお願いしますねという、

そういった公平な行政サービスをぜひしてい

ただけるように、お願いをいたします。 

 次なんですけれども、ごみ減量の支援、あ

るいは臭い対策などにも取り組んでいくとい

うような、先ほどのご答弁でしたが、具体的

な方策を教えてください。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）現在、衛生自

治会のほうで、発砲スチロール容器を利用し

た生ごみ堆肥化容器など、市民の方々へ無料

で、ごみ減量に取り組んでいただくような制

度というのはございます。これらについても、

今後も改良を重ねながら充実させていきたい

と、また利用者を増やしていきたいというふ

うに考えております。 

 あと、可燃ごみの一つで、おむつの問題、

紙おむつの臭いというのは、これは確かに非

常に大きな問題だと考えております。これに

ついても、臭いもれの少ない材質を用いた可

燃袋を作成する予定で、現在、紙おむつを利

用している方々にサンプル品の提供をしてお

ります。これのアンケート調査の締め切りが

今月末となっております。現在、まだ最終の

集計は終わってはおりませんけども、途中経

過のアンケートを見ると、やはりかなり効果

があるのかなというふうに回答もいただいて

おります。今後、こういうことも含めて対策

には努めていきたいなと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし
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た。ぜひその広報についてもしっかりとおや

りになってください。橋本市はどうも事前の

広報というのがあまりお上手ではない。しっ

かりと広報紙を使うなり、いろいろな情報ツ

ールがおありになるんですから、しっかりと

そのあたりは、市民の皆さまにこういったも

のが使えますよと、そういったものをお知ら

せしてやっていただけるようにお願いをいた

します。 

 次なんですけれども、リユースですね。先

ほど部長おっしゃいました３Ｒ、実は４Ｒと

いうのもあるんですけれども、３Ｒと部長お

っしゃいましたので、そのあたりお話を伺い

ますが、リユースされるものの中には、陶器

市、現在、非常にうまくいっているものもあ

りますが、古い布類、あるいは衣類について

はどのようにされていらっしゃるのか。先ほ

どの答弁では、リユースの新たな方向性につ

いては検討していきたいと考えているという

ご答弁でしたが、具体的にはどのように検討

していらっしゃるのか伺います。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）現在、既に市

内の小・中学校で、不用となった制服や体操

着などについても、ＰＴＡの中で情報交換を

していただいたり、また、バザーを行ったり

していただいている学校もあると聞いており

ます。また、今現在、無料の陶器市、これを

開催しておるんですけども、やはりこれらに

ついても、各自治会のほうでの開催というの

も、現在３地区ほど提案をいただいておるよ

うな状況です。やはり彦谷の処分場のことも

ございますので、できるだけ埋立ごみの軽減

ということに対して、無料の陶器市、これに

ついてはどんどん進めていきたいなと考えて

おります。 

 また、それ以外で、今、担当課のほうで協

議しておるのが、粗大ごみ、これについては

まだまだ使える粗大ごみが実際、処分されて

いるという現状もございますので、これらに

ついても何とかリユースできる方向で考えて

いきたいなということは議題として考えてお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。今のご答弁の中に出ました、学校関係で

の制服のリユースという話が出ました。これ

は今のご答弁で出た話です。その中で、教育

の現場では、どのように制服のリユースをさ

れていらっしゃるのか、うまく活用されてい

らっしゃるのか、子どもたちにごみの減量化

も含めて、ものを大切にする心を伝えるよう

な、そういったリユースの指導をされていら

っしゃるのか、そのあたりはどうでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）お答えします。たし

か28年の９月の議会だと思います。19番議員

からもご質問いただいた点に関することだと

思っています。当時９校がバザー等でリユー

スに努めていたと。現在、13校です。校長会

等でいろいろ啓発をしまして、かなり増えて

きています。ただ、小学校によっては制服の

ない学校もございますので、そこの部分はで

きないということです。それから、中学校に

おきましてもそういう形で、体育祭のバザー

を行っている学校というのは年々減ってきて

いますので、いろんな機会を捉えて、またリ

ユースできるようにというふうに取り組んで

います。 

 それと同時に、今ちょっと学校で新しい取

り組みとして、服の力プロジェクトというこ

とにも取り組んでいます。これは、外国でな

かなか服のない人たちに向けて、服の力プロ

ジェクトで持っていくと。これもリユースの

大きなことですので、この服の力プロジェク

トについても進めていきたいと、そのように
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思っています。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。制服の部分でも、リユースしっかりとお

やりになっていらっしゃる。本当に安心いた

しました。あともう一つなんですけれども、

陶器市の話もお話を伺いたいところではある

んですが、これは割愛いたします。うまくい

っているみたいなので、割愛いたします。 

 布類、衣服類、今、フリマであったりとか、

いろいろなフリマアプリとか、開発をされて、

いろいろと流通もされていらっしゃるような

んですが、需要と供給のバランスで、自分た

ちが着古した衣類であったりとかはなかなか

有効に活用されていない。これは全て、現在

はごみとして処分されているという状況だと

思うんですが、ここは、部長、何かいいアイ

デアはないんでしょうか。新しい施策に向け

て今検討されているというお話の続きで伺い

ますが、衣類、あるいは、古い布、あるいは、

毛布類については、どのようなお考えになっ

ていらっしゃるのか、どうでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）本市では既に、

布類については年間約200ｔ近い集団回収と

いう形でリユース、リサイクルということで

されております。今後も、この集団回収の利

用を推進していきたいというふうに考えてお

ります。また、陶磁器リサイクル市もそうな

んですけども、他市の例を取り入れたもので

すけども、これらについても、他市ではどう

いう状況になっているのか、また、社会貢献

や環境保全ということも踏まえて、さまざま

な分野からも情報を集めて、実施できるもの

であれば取り組んでいきたいというふうに考

えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）部長、集団収集という

のがよくわからないのでお尋ねしているんで

すが、具体的には、この市で、回収車を出し

てやってらっしゃるのか、私が先ほど質問し

たのは、布類はどうされていますか、毛布類

はどうされていますか、具体的に教えてくだ

さいねというようなお願いをしたんですが、

集団収集というのはよくわからないので、具

体的にはどうされていますか。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）現在、ごみの

中で、アルミ缶、古紙類、段ボール、飲料用

紙パック、また、今、議員言われている古布、

この５品目、これについては各自治会単位で

業者と契約していただいて、その業者のほう

へ買い取っていただいているというようなこ

とでございます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）これは提案なんですけ

れども、ところ変われば品変わるという言葉

がありますように、皆さんが着古した衣類、

あるいは毛布類、日本救援衣料センターとい

うところがあります。病院事業管理者、イリ

ョウと言いましても衣のほうです。日本救援

救援センター、ＪＲＣＣと言います、ジャパ

ン・リリーフ・クロージング・センターとい

うところがあります。ここがＵＮＨＣＲ、ご

存じでしょうか。難民高等弁務官事務所です

ね。こことグローバルネットワーク事業提携

を結びまして、難民支援であったり、開発途

上国の子どもたちへの支援、難民の支援のた

めに、着古した布類を収集して海外の途上国、

難民支援に回しているという、そういった事

業もあります。 

 ちなみにこれはインフォメーションなんで

すが、９月15日から18日まで、なんばウオー

クのくじらパークというところで、11時から

午後６時まで、皆さんからの着古した衣類を

集めて、難民支援に回るというような活動も
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行っております。これはＪＲＣＣとＵＮＨＣ

Ｒの事業です。 

 あるいは、橋本市にも店舗を持ちますユニ

クロなんですが、店舗内で、皆さん行かれま

したらずっと流れてますでしょう。ＵＮＨＣ

Ｒとユニクロが事業提携をしまして、ユニク

ロの全商品のリサイクル運動というのをやっ

ています。企業によっては、そういった有効

活用するところがあります。難民支援。先ほ

ども申し上げましたように、ところ変われば

品変わるという言葉がありますように、皆さ

んが使っていらっしゃる布類、日本ではほと

んど価値がない、フリマに回してもほとんど

二束三文で買い取られてしまう。ですが、途

上国に回ると大きな価値を生む。そういった

ものがあるわけですから、先ほど事業者に買

い取らせるというようなお話もありましたが、

これは提案なんですけれども、そういったＪ

ＲＣＣであったり、ＵＮＨＣＲであったりと

か、そういったところとグローバル連携をし

て、皆さんからの衣類を途上国に回すという

ようなお考えはありませんか。どうですか。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）今、議員のほ

うからご説明いただいた、ユニクロのＵＮＨ

ＣＲ難民高等弁務官事務所、ここへ送付して

いるということは聞いております。また、そ

のほかの河瀬にある洋服店２店についても、

それぞれリユースという形はとられておるの

も聞いております。 

 今後、今、古布についてはそれぞれの各地

区単位で集団回収をしていただいて、それに

よって得た費用をまた区の事業費用に充てて

いるというようなことも聞いております。現

在、市の中では、古布類については全てリユ

ース、リサイクルされていると考えておりま

す。ただ、また今言われたような国際貢献、

そういう形、何らかの形で貢献できるもので

あれば、一度、これは衛生自治会なり、各区

長会ともご相談はさせていただきたいなとい

うふうに考えます。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございます。

ぜひそうしてください。いろいろな私が先ほ

ど申し上げましたようにＪＲＣＣ以外にも、

民間の企業、調べていただいたら、すぐに大

阪市の事業所あるいは企業がそういった事業

展開をしております。収集であったりとか、

本市がやる手間としては、そういった事業所

に皆さんからお預かりした布類を運び込むだ

けでいいわけですから、これ、全て、五つ目

の質問の最終処分場の問題ですよ。燃やした

灰の集積、これは限りがあるわけですから、

先ほどもご答弁がありましたように、あと数

年後、あるいは十数年しましたら、また新た

な設備投資をしなければいけないというよう

なお話もありました。そのときにはお金がか

かりますから、そのためにごみを圧縮するリ

ユース、リサイクルを徹底的に行う。これは

橋本市にとっては金もうけみたいなものです

よ。ですから、一生懸命、今そういったもの

をしっかりと、少しでも減らせる努力をする

ということがとても大切になってくると思い

ます。 

 それと、もう一つ提案です。皆さんの子ど

もさんが大きくなられたときに、大量のおも

ちゃが発生しいていると思います。私の家に

も本当に子どもが使ったウルトラマンのフィ

ギュアが数百体ありますけれども、そういっ

たものの処分って、皆さん、困ってらっしゃ

ると思います。そのおもちゃの処分なんてい

うのは、部長、何かお考えになっていますか。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）他市の事例と

して、先ほど言いました陶器市と同じような

形で、今、議員言われたようなおもちゃ類の
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陶器市ではないんですけども、無料の交換市、

そういうものを実施しているということは聞

いております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございます。

ぜひいろいろと、これも一つのサンプル例な

んですが、ＥＣＯ ｔｏ ＳＨＩＰという大

阪市の事業所があります。これは日本赤十字

社、日本ユニセフ協会、日本自然保護協会、

あるいは国境なき医師団、動物愛護協会と、

こういったところと連携している企業です。

ぜひそういったところと連携をしながら、皆

さんからお預かりしたごみ、当然、本来であ

れば、ごみ焼却場へ直行するようなごみ、お

もちゃなんかもぜひ収集をして、ところ変わ

れば品変わると言いますが、途上国の子ども

たちへ、あるいは、日本で必要とされている

ところに行き届くような、そういった支援を

ぜひしていただきたい。これは何回も申し上

げております。最終処分場の話もありますけ

ど、これ、橋本市にとっては金もうけと一緒

です。市民の皆さんにも週１回ごみ収集とい

うふうに汗をかいていただいているわけです

から、ぜひお調べをしていただいて、やって

ください。これはお願いいたします。 

 それと、福祉収集です。先ほどご答弁をい

ただきました。すばらしいですね。本当にす

ばらしいことだと思います。その実績という

のが、部長、何件でしたっけ、35件でしたっ

け。この数字というのは多いのか少ないのか。

橋本市内全体で該当する方にとっては多いの

か少ないのか。これは市民生活部長がお答え

になるのかどうかわかりませんけれども、こ

の数字というのは多いんでしょうか少ないん

でしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）福祉収集の件

数については、概ね先ほど答弁させていただ

いた30件前後で推移しております。また、施

設へ入られた、亡くなられた等の理由により

廃止された方、また新たに申し込まれた方、

だいたい30件前後で推移しているというのが

実情でございます。福祉収集については、他

の市でどのような形態をとっているのか、そ

ういうデータはちょっと持ち合わせてはおり

ませんけども、これについては多いのか少な

いかも含めて、ちょっと比較する材料を持っ

ておりません。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）多いか少ないかという

ような直接的なお尋ねをしましたけれども、

まだまだこれ、広報不足だと思います。必要

なところに必要な情報が行き届いていない証

拠だと思っています。ハードルが少し高いの

は気になるんですけれども、私の近隣のとこ

ろでも、足腰のあまり達者でないお年寄りが、

よっちらおっちらしながらごみ袋をさげてい

るのをよく見かけます。その対応として、区・

自治会に補助金を交付する制度を今年度から

始めているけれども、実績はゼロという、こ

ういった先ほどのご答弁でありましたけども、

これは部長、どのように受けとめてらっしゃ

いますか。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）先ほどの福祉

収集、これにかからない要介護１以上の方を

対象に、それぞれ自治会の中での共助という

ことで、ごみ出し困難者をできるだけなくす

ためにご協力をいただきたいと。これに対し

て１世帯年額１万円の補助を出しますよとい

う制度で、今年度から始まったところでござ

います。現在、まだ申し込み等はございませ

ん。ないから、今、議員言われたように、現

状それでは、皆、高齢の方々がごみ出し困難

になっていないのかといえばそうではないの

かなと思っております。やはり、今、共助と
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いう形で、近所の方々や自治会・区の役員の

方々が協力して、そういう面はカバーしてい

ただいておるのかなと思っております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）少し気になるのが、補

助金を区・自治会に交付すればうまく機能す

るだろうという、このあたりが若干、違和感

を感じます。これはシステム的に、どのよう

にして交付金を出せば、よっちらおっちらご

み出しをしているご高齢の方、お年寄りの方

にそういった供与をできるのか、その仕組み

を教えていただきたいのと、本当に週１回で

すから、万一その当日が雨であったり風雨で

あったりとかすると、本当に出せないじゃな

いですか。２週間に１回しか出せなくなりま

すよ。そのあたりはどうされるのか。その実

際の交付金というのは、生きた交付金になる

のか、どういった仕組みで機能するのか、そ

こをちょっと教えてください。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）先ほど申し上

げたとおり、今現在、申し込みはございませ

ん。ただ、今までも区の中でそれぞれの共助

という部分で、ごみ出し困難者の方をカバー

していただいておったかと思います。まだま

だ今年度始まったところでございますし、

区・自治会に対してもこういう制度が始まっ

たということは出しておりますけども、今後

もこれらについては再度、広報をかけていく

必要はあると思っております。 

 また、１万円ということで、これについて

は、ステーションの管理も含めて、ごみ政策

全般、多大なご協力をいただいておるという

ようなところもございます。やはり、この制

度については、もう少し利用できる方につい

ては利用していただけるように、広報をかけ

ていきたいと思っております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。それで十分なお答えです。ありがとうご

ざいました。ただ、週１回ということですか

ら、私もびっくりしますよ。ほかの市外の、

あるいは県外の方とご一緒することが多いん

ですが、そういった方たちに橋本市、本市は

週１回のごみ収集ですとお話をすると、大概

の方がびっくりされます。大変ですねと同情

してくれます。 

 お伺いしたいのは、週１回、私もたまにそ

うなんですが、私、自分が住んでいる地域は

金曜日なんですけれども、金曜日が万一大雨

であったりとか、風雨であったりとか、そん

なときに、健常者でも、普通の達者の人でも

ごみに出せないときは、２週間に１回しか出

せないのか。あるいは、区の防災センターに

それは預ければ収集をしてくれる制度がある

のか。ここはちょっと確認の意味で教えてく

ださい。区で、いわゆる公の施設で、週１回

出せないごみを預かりますよというところが

あるのかどうか、教えてください。 

○議長（岡 弘悟君）市民生活部長。 

○市民生活部長（田中忠男君）現在、健康福

祉センターの東、南の角に、ごみの収集ステ

ーションを設置しております。これについて

は12月をめどに稼働させていきたいなという

ふうに考えております。ここについては、市

民の方々、今議員言われたように、ごみ出し

ができなかった場合の収集ステーションとい

うことで、３品目ですけども、対象に12月を

めどに開いていきたいと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君。 

○５番（坂口親宏君）ありがとうございまし

た。もう十分なお話で、それで結構だと思い

ます。先ほどもお話を伺いましたように、ご

みのリユース、３Ｒ、４Ｒというのは、橋本

市にとっては金もうけと一緒です。十数年後、

容量が決まっている最終処分場を少しでも延
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命させるために、長持ちさせるために、市民

皆さんにこぞって３Ｒ、４Ｒをお願いする。

ぜひそのために汗を流していただきたいと思

います。 

 最後に、福祉収集の職員の方、本当にご苦

労さまです。びっくりしました。私もこうい

った制度があるとは、いろいろと勉強させて

いただいて初めて知りました。市の職員が直

接個別に訪問してごみ出しをしていただける、

本当にすばらしい職員が、私の知らないとこ

ろで汗を流していただいているということに

感謝を申し上げて、私の一般質問を終わらせ

ていただきます。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）５番 坂口君の一般質

問は終わりました。 

   

  

                                          

 


